
　事前に準備をすれば100％大丈夫ということでは

ありません。しかし、私たちができることを今一度

考えてみることも必要ではないでしょうか。

　避難経路を確認する、備蓄品を十分に備える、停

電や断水に備える、台風の際には飛ばされて危険物

になりそうなものを屋内にしまっておくなど、でき

ることがあるはずです。

　私たちがその時々の“今”できることをする。そ

うすることで有事の際に、救急隊や消防団などの手

が高齢者や障がい者など避難困難者へと届きやす

くなります。

　私たち一人ひとりが自然災害に対する意識を高

め、行動することで被害をより小さくし、多くの人

が助かることにつながるのではないでしょうか。

私たちにも“今”
　　できることがある

❶イオンかのやショッピングセンターで「防災対策グッズ」を展示している様子
❷ハザードマップを確認している様子　❸町内会(寿7丁目)で防災について学ぶ様子
❹令和7年度鹿屋市総合防災訓練で土砂崩れから被災者を救助する訓練の様子
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私たちが“今”できること・・・
　　　　　それが誰かの助けになる

▲令和8年度 第１回鹿屋市防災会議の様子▲令和8年度 第１回鹿屋市防災会議の様子

　台風や豪雨災害の場合、事前に天気予
報などで情報を取得し、準備することが
できますが、地震や火山の噴火、津波等は
予想することができません。
　平成28年４月14日に熊本地震、今年
の４月20日には東北地方で北海道・三
陸沖地震が発生し大きな被害をもたら
しました。予期せず災害が起きたときにも
「いつ」「だれが」「何をするのか」を家族
で話し合い、備えをしておきましょう。

予期せぬ災害への備えを予期せぬ災害への備えをＡ
Ｔ
Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

▲ ４月20日16時52分に発生した北海
道・三陸沖地震（気象庁ホームペー
ジより）

▲ 平成28年４月14日21時26分に発生
した熊本地震の被害の様子
　（気象庁ホームページより）

　４月27 日、市役所で国土交通省や海
上自衛隊、鹿屋市医師会など36 団体に
よる「令和８年度 第１回鹿屋市防災会
議」が開催されました。
　「明日、地震が発生したらどうするか」
を念頭に入れた上で、市全体で防災に取
り組むための具体的な施策について話し
合われました。
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▲令和２年７月豪雨の災害記録
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